
別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和５年度 第３回文化財保護委員会 

開 催 日 時 
令和６年３月１日(金) 

午後２時00分開会  午後３時50分閉会 

開 催 場 所 中田庁舎 １階 １０１会議室 

議 長 (委 員 長 又 は

会 長) の 氏 名 
後藤悦雄議長 

出席者(委員)の氏名 
佐藤文則副議長、大場勘市委員、工藤輝雄委員、千葉博幸委員、

守屋博委員、佐藤謙一委員、佐藤貞光委員、笠原信男委員 

欠席者(委員)の氏名 浅野稔委員 

事 務 局 職 員 職 氏 名 
文化財文化振興室長 菊地武、文化財文化振興室長補佐兼係長 阿

部礼子、主事 安土凜 

議 題 

報告 旧登米高等尋常小学校校舎耐震診断事業について 

横山不動尊「青銅五重塔」修繕について 

登録有形文化財について 

会 議 結 果 
文化財に係る事業（耐震診断、修繕）の状況及び登録有形文化財

について報告を行った。 

会 議 経 過 別添のとおり 

会 議 資 料 

第３回登米市文化財保護委員会 

報告 

（１） 旧登米高等尋常小学校校舎耐震診断事業について 

（２） 横山不動尊「青銅五重塔」修繕について 

（３） 登録有形文化財について 
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登米市文化財保護委員の会議運営に関する規則第２条第２項の

規定に基づき、議長が会議を主宰した。 

 

―報 告― 

（１）旧登米高等尋常小学校校舎耐震診断事業について、事務

局から説明をお願いします。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

年度ごとの予算はどのくらいか。 

  

 令和６年度は約14,000千円、７年度は約17,000千円です。 

 

重要文化財から外れるような修繕方法にはならないのか。 

 

 文化庁が指導に入りながらの修繕になるのでそのような修繕

方法にはなりません。 

 

地盤もあまりよくない場所にあるのでどのような耐震対策を

するのか難しいのではないか。 

 

 地震のたびに破損する場所があるので、その場所を補強する可

能性があると思われます。 

 

 耐震診断から工事までの期間は５年間ですか。 

 

 耐震診断をしてみないと基本設計、実施設計、工事にどのくら

いの期間がかかるのかはわからない状況です。 

 

事業の進行状況は本委員会に報告はしてもらえるのか。 

 

随時報告いたします。スキャン映像などもお見せできればいい

と思っております。 

 

耐震診断をしている間は公開ができないのか。 

 

公開できます。今後、耐震工事を行う際は公開ができない可能

性もあります。 

 

 そのほかありませんか。なければ次の報告に入ります。 

 

【委員一同 同意】 
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それでは、(２)横山不動尊「青銅五重塔」修繕について、事務

局から説明をお願いします。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

現場の状況をもう少し詳しく教えてください。 

 

１月11日に業者の方も入って現地調査を行いました。青銅部分

をはずして石垣を積みなおす方法がいいのですが、経費の面から

石垣を鉄製のバンドで押さえる応急的な方法も考えられる状況

です。 

青銅部分をはずした際に内側の漆喰が破損する懸念もありま

す。奈良文化研究所に依頼しているスキャン映像の情報と業者か

らの修繕案を検討し今後修繕方法を決定していきます。 

また、周囲の杉の枝打ちも必要と考えられます。 

さらに、今回の調査で５ｍ30ｃｍくらいの高さとしていました

が、実際には８ｍほどの高さがあったことがわかりました。今後

指定内容の修正が必要となります。 

 

予算に合わせた修繕方法となるのもわかりますが、スキャン

データによる構造の検討をせずに修繕計画を立てるのはいかが

なものか。石垣の内側がどのようになっているのかわからずに 

バンドをかけても強度は保証できないのではないか。 

 

３月中に二通りの修繕案が示され、見積も出てくる予定なので

経費の面と構造調査内容を検討しながら修繕方法を決定するこ

とになります。 

 

そのほかありませんか。なければ次の報告に入ります。 

 

【委員一同 同意】 

 

それでは、(３)登録有形文化財について、事務局から説明をお

願いします。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

旧亘理邸については一般の利用は可能ですか。 

 

利用できます。小学生の見学もしていますし、貸館もできます。 

 

ほかに無いようなので、以上で報告を終わります。 

その他について、事務局からありますか。 

 

あります。配布している資料「登米市収蔵の有形民俗文化財に

ついて」をご覧ください。 

 

【資料に基づいて説明】 
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議長 

民俗資料の整理を６年度以降に行う予定です。 

また、資料にもありますが、希少価値のあるものとして10点ほ

ど挙げられております。今後10点について調査を行い、市指定文

化財になりうるのか検討したいと思っております。 

 次年度は本委員会で現地調査を行う予定でおります。 

 

民俗資料の活用も検討してほしい。 

 

博物館企画展において民俗資料の公開を行っています。 

 

南方の民俗資料はどこにあるのか。 

 

南方民俗資料館に保存しています。 

 

豊里の民俗資料は平筒沼農村文化自然学習館にありますね。 

 

そうです。 

 

そのほかお配りしている資料として、博物館企画展、登米懐古

館企画展のチラシがございます。どうぞご覧ください。 

 

これで終わりたいと思います。ご協力ありがとうございまし

た。 

（閉会） 

 

 


